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論　　文　　の　　要　　旨
　原子核における大振幅集団運動は特徴のある散逸的な振舞いを示す。この現象の徴視的立場からの
解釈は，平均場の形状を記述する集団座標を外から与えて，平均場のゆらぎとしての集団運動を断熟
近似の下で取扱い，平均場の変化に伴う一粒子運動のエネルギー準位の交差に基づく系の配意の変化
に伴って生ずる，という立場から論じられ，近年著しい発展がなされた。
　しかしながら原子核は孤立した有限量子多体系であるために，平均場のゆらぎとしての集団運動は
一粒子運動から自已無撞着な形で構成されていなけれぼならない。一粒子運動はまた集団運動によっ
て記述される平均場の時間的変化にしたがってそれ自身を大きく変化させてゆかねばならない。この
ような集団運動と粒子運動との非線形性の強い自已無撞着性に着目しながら，上記の解釈を発展させ
るためには，まず集団座標をどのように矛盾なく特定し，さらに集団運動の散逸的振舞いの原因とな
る両者間の残留相互作用をどのようにして規定するかという課題が基本的になる。
　本論文の目的は，この問題に対する徴視的で且つ一般的な試案を提出することにある。これまでの
準位交差に基づくほとんどの理論が，時問依存ハートリー・フォック（TD草F）理論に基づいて展開
されていることから，この試案もTDHF理論の枠組みに基づいて展開される。本論文では，まずTD
HFの基礎方程式をTDHF位相空問の下での正準運動方程式の形で表し，TDHF位相空間中での軌
道を用いて原子核の状態の時間発展を記述することが可能であることを示す。このことは，TDHF位
相空聞での“古典力学的描像”を用いて，考察下の量子力学系の時問発展を理解することを可能にす
る。
　次に自已無撞着集団座標（SCC）法に基づいて，大次元のTDHF位相空間からKAMトーラスに相
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当する最適な集団運動部分空間を抜き出す。大局的集団座標は，この部分空間を指定する座標として
導入され，最適な集団運動のハミルトニアソがこの部分空問上で定義される。内部変数は，この集団
変数と矛盾なく定義された正準変数として導入することができる。このようなカ学変数は考察下の原
子核系の力学を取り扱う上で基本的であり，“動的正準座標（DCC）系”と呼ばれる。
　このDCC系の中で，特に集団運動のハミルトニアソと円部運動のハミルトニアソの2次形式部分
（内部座標についての）が“可積分”になるようなものを“可積分表示”と呼び，集団運動の散逸を
調べるための出発点として採用する。このような可積分表示の存在条件は，集団運動・内部運動の問
の“非線形共鳴条件”の存否と強く結びつき，この共鳴が物理的には準位交差に相当するものと考え
られている。
　共鳴条件が成立する領域では非可積分な相互作用が発生し，この相互作用が，内部運動を可積分な
秩序運動からラソダムなものへと変化させる主要な原因となり同時に集団運動の散逸の原因であるこ
とを，TDHF位相空間内での束に対するLi㎝vi11e方程式を用いて示唆する。
審　　査　　の　　要　　旨
　準位交差に基づく，大振幅集団運動の散逸的振舞いの解明は，現在原子核構造論の中での最も中心
的な課題となっている。この機構に対して，徴視的で且つ一般的な試案をSSC法に基づいて提出した
ことは，この方面の今後の研究にとって極めて重要であり，今後の発展に大きな期待がもてるものと
考える。
　よって，著者は理学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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